
  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R7.1.31時点 
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令和６年度に開始した「勝美

かつよし

国
くに

」の現場後代検定が終了し、その優秀

な成績から基幹種雄牛として新たに選抜しました。現場後代検定成績

は、去勢、雌ともに枝肉重量、 

ロース芯面積、バラの厚さ、歩留 

基準値、BMS No.及びMUFAの 

計６項目で岩手県の出荷平均以上で 

あり、量・質ともに優れていました。 

凍結精液は、2,000円 

（手数料別、税別）で販売します。 

性
調査牛

頭数

枝肉

重量

(kg)

ロース

芯面積

(cm)

バラの

厚さ

(cm)

皮下

脂肪の

厚さ

(cm)

歩留

基準値

BMS

No.
上物率 MUFA※

去勢 11 538.3 71.0 9.3 2.2 76.1 9.6 100.0 59.5

雌 9 506.0 70.7 8.8 3.2 75.3 8.9 80.0 61.5

去勢 22,771 521.0 68.0 8.4 2.3 75.3 8.7 59.5

雌 14,372 448.2 65.6 7.9 2.7 75.2 8.5 61.4

※MUFAの値が判明している一部の調査牛の平均

岩手県関連牛

出荷平均
（R４.４～R７.３）

勝美国

(奥州市)

名号

勝美国×幸紀雄×第５隼福× 
枝 重：491kg ロ 芯：83cm2バラ厚：9.1cm 
歩留基準：78.9 BMS№12

勝美国×美国桜×安福久× 
枝 重：560kg ロ 芯：77cm2バラ厚：10.6cm 
歩留基準：77.8 BMS№12
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※ 

※調査牛のうちMUFA（一価不飽和脂肪酸）を測定した去勢８頭、雌８頭の平均 

※ 


